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「おやげねぇと言わないで」

地域おこし協力隊　山上雅子

　10月12日から２ヶ月余りが過ぎました。台風19号は佐久穂町にも土砂災害や河
川氾濫による地形や家屋への被害の他にも、人々の心にも大きな爪痕を残してい
きました。中でも大きな被害を受けた大日向、余地地区はじめ被災された皆様に
おかれましては心よりお見舞いを申し上げます。
　大日向４区の我が家yamaniも、土砂が敷地内と床下に堆積し、私も被災当事者
の一人となりました。佐久穂町に移住してきて１年２ヶ月、大日向での暮らしが
とても気に入っていて、来る佐久穂の寒い冬を今年も同居人と共に乗り越えよう
と意気込んでいた矢先の出来事でした。
　合併前で言うところの旧佐久町（大日向）で被災し、私は旧八千穂村（八千穂
山荘）にて25日間の避難生活を送りました。昔からここにある旧町村体制間の距
離感も感じつつ、一方が被害を受けても一方が助けられる合併の利点も感じ、そ
の恩恵をもっと素直に受けられるシステム作りの必要性を感じました。また、被
害格差があることで色々な感情の軋轢も見えました。でも会う人会う人皆さん
「おやげねえ、おやげねえ」と心配してくれて、自分は何ともないことに罪悪感
まで感じてしまう優しい佐久穂の人たち。旧佐久町、旧八千穂村関係なく、支援
の手を差し伸べてくれた方々に私は救われました。
　日本に住む以上、台風、地震…きっと誰もがいつしか被る可能性のある自然災
害。抗えない自然の恐怖を思い知らされる中で、頼れる人がいてくれることも分
かり、これからもここで生きていきたいと思いました。
　大好きな佐久穂町大日向、抜井川の景色。元の生活は失ってしまいましたが、
ここから立ち上がる佐久穂の人たちの強さ、再建を私もその一人になって一緒に
前を向いていきたいと思います。
　今回、何のために移住をしたのかを改めて考えさ
せられました。子どもと自分の心身の健康を守りな
がら、命あることに感謝して、当たり前の日常こそ
を一日一日大事に生きていきたいと思います。
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